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●創業ステージに合わせた入居ス

ペースが利用できます

●一般社団法人ＪＢＩＡ（日本ビジ

ネス・インキュベーション協会）

認定インキュベーションマネー

ジャーによる経営等の相談が受け

られます

●ワンストップで専門家相談や市民

活動の相談ができます

●創業支援スタッフによる来客取次、

郵便物受取ができます

名称の由来

≪ふれあいキューブ創業支援ルーム≫

電話：050-3353-5334

(平日9：00～17：30）

ホームページ：

http://www.kasukabehall.jp/

sogyoshien01.html

メール：incu@kasukabehall.jp

title1

①企業ニーズに応じた包装研修の企画・運営

②包装技術コンサルティング

③新素材・新技術の販促支援・企業間マッチングの推進等による様々な企業活動支援

を行います。

また、地域や県内の大学・高校等の教育機関と連携したＳＤＧｓ教育を通じ、持続可能

な社会形成に貢献していきたいと考えています。

２

本誌では、創業支援ルームの入居者のご紹介をしております。

今回は１月に入居した、株式会社パックエール 内村元一さんです。

新入居者のご紹介 A-2株式会社パックエール１title

現在、世界的なプラスチックごみによる

海洋汚染問題を受け、容器包装業界は

「脱プラ」や「リサイクル」など、持続

可能な社会環境の実現に向けた対応が求

められています。

当社はこのような社会的環境変化に対し、

今月の企業情報

あなたの会社はブラック or ホワイト？

社労士が語る「初めて従業員を雇うと

き」に確認する７つのポイント

・講師 大﨑 友和 氏

・日時 2月22日（水） 18:00～

・場所 ふれあいキューブ

創業支援ルーム５F 共用室

※参加ご希望の方は、メールか直接事務

室へご連絡ください

[注意]

・感染症対策を徹底して行います

[お願い]

・マスク着用でご参加をお願いします

・閉会後速やかに退出をお願いします

私たちの生活に欠かすことのできない

パッケージ（ｐａｃｋ）そのもの、そし

てパッケージに携わる全ての人々を応援

（ｙｅｌｌ）したいという想いを込めて

います。

当初は活動費用の面から自宅を拠点とする起業

も考えていましたが、クライアントとの商談や

Wｅｂ会議、講演・セミナー等の頻度が比較的

高いビジネスモデルであることも踏まえて色々

と創業準備を行っていたところ当施設のことを

知りました。

代表：内村元一さん 創業支援ルームのコンセプト

入居のきっかけ

事業内容

自宅と駅からのアクセスが良好であることや賃貸条件、そして何よりも専門家の方々

や創業間もない企業の皆様が身近にいる環境がとても心強く、入居の申し込みをさせ

て頂きました。

第78回情報交換会を開催します
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編集 宮本 直樹

池脇 裕介

市川 潤

取材・編集補助 八武崎 比呂美

デザイン・構成 小野寺 浩

≪入居対象≫

埼玉県地域経済の活性化に資すると認め

られ、次のいずれかに該当する方（個人・

法人は問いません）

・これから創業しようとする方、または創

業後５年未満の方

・新たな事業分野へ進出しようとする中小

企業者

詳しいことは、お問い合わせください。

A 個室型

原料価格の上昇、物流費の高騰、人件費か

ら電気代も上がり、事業環境は本当に厳し

さを増しています。環境変化に真摯に向き

合い、たゆまぬ努力を続けている事業者の

皆様にエールを送ります。(市川)

インキュベート室の入居申請を随時受け

付けいたします。空き室の状況や募集要項

はホームページにございますので、詳細は

そちらをご確認ください。

入居を希望される方はお気軽に事務室ま

でご相談ください。

Bブース型

Cブース型

入居者を随時募集しています

編集後記

title2

Vol.135

ビジネスプランコンテスト表彰式が開催されましたtitle

第79回情報交換会を開催2title

3

講師：C-5 株式会社プランニング記（シルス）長谷川記央さん

第79回情報交換会が1月17日（火）16時より開催されました。

今回は『2022年確定申告とインボイス制度の留意点』というテーマで、Cブースに入

居している長谷川記央さん（株式会社プランニング記（シルス））にご登壇いただきまし

た。税理士としてもご活躍中の長谷川さんは、実務以外に複数の大学講師、税務専門誌へ

の執筆活動など、アカデミックな理論派でもあります。

講師として、令和５年10月１日より本格施行される消費税申告関連の「インボイス」

制度についての実務的な対応方法を分かりやすくご説明いただきました。法人企業のみな

らず、個人事業主、フリーランスの多い創業者の税務に大きな変化をもたらす可能性があ

る制度であり、参加者の方々はメモを取りながら熱心に聴講していました。

『第7回かすかべビジネスプランコンテスト表彰式』が1月24日（火）開催されました。

ビジネスプランコンテストは春日部市、春日部商工会議所、庄和商工会と創業支援ルーム

の共催で行なわれており、この度は3年ぶりの会場での表彰式となります。

岩谷春日部市長にもご臨席、ご挨拶をいただき、盛大な式となりました。

ビジネスプラン部門1組、ビジネスアイデア部門3組の受賞者への表彰とともに、各ビジ

ネスプランのプレゼンテーションも実施されました。特にビジネスアイデア部門では、大

学生の新鮮な視点で市街地活性化など春日部市の課題解決のためのアイデアが提示され、

参加者の皆さんの関心と共感を得ていたようです。

かすかべビジネスプランコンテストは来年も、9月を応募締め切りとして審査が実施さ

れる予定です。新たなビジネスをお考えの方は奮ってご応募をお待ちしています。
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